
日本ヒューマン・ナーシング 研究学会 会則 

第 1章   名称及び事務局 

 第 1条 本会は日本ヒューマン・ナーシング 研究学会（英文名 Japan society of Human 

Nursing Research：JSHN）とする． 

 

 第２条 本会の事務局を，北海道科学大学保健医療学部看護学科に置く． 

 

第２章 目的及び事業   

 第 3条 

 

本会は意識障害並びに拘縮等により生活行動が著しく低下した対象者への専

門的看護の研究ならびに実践，普及に努め，会員相互の交流を図るとともに，

国民の健康ならびに福祉に貢献することを目的とする． 

 

第 4条 

 

 

本会は前条（3条）の目的を達成するために下記の事業を行う． 

1. 学術集会の開催 

2. 学会誌の発行 

3. 看護技術研修会の開催 

4. その他 本会の目的を達成するために必要な事業 

 

第３章 会員 

 

 

 

 

第５条  本会は次の会員をもって構成する． 

1. 会員とは，本会の目的に賛同し，入会の手続きを終了した者をいう． 

2. 賛助会員とは，本会の目的に賛同し，本会に寄与するために入会を希望

し，理事会の承認を得た者をいう． 

3. 名誉会員とは，本学会に永年に亘り貢献の認められた会員を理事会の推

薦により，総会の議を経て，総会の承認を得た者をいう． 

 

第６条 入会及び退会は次の通りとする． 

1. 本会の入会を希望する者は所定の手続きによる入会申込書を本会事務局

に提出するものとする．入会金および会費の納入を完了した時点で本会

の会員又は賛助会員となる． 

2. 次の各号に一つに該当する会員・賛助会員は退会したものとみなす． 

  ａ. 本人から退会の申し入れがあった場合． 

  ｂ. 特別の理由なく 2年以上会費を納入しない場合． 

 

第４章 役員・評議員 

 
第７条  本会運営のために，会員から次の役員を置く． 

1. 理事長   １名 

2. 副理事長  2名  

3. 常任理事  若干名 

4. 理事     22名以内 

5. 監事     2名  

 

 第 8条 役員選出方法は次の通りとする 

1. 理事長は会員の中ら選出され，総会で選任される． 

2. 理事長は本会運営の円滑を図るために，会員の中から理事を指名

する． 



3. 副理事および常任理事は，理事長が理事の中から推薦し理事会で

承認される． 

4. 監査は会員の中から選出され，総会で選任される． 

 

第 9 条 役員の任期は次の通りとする 

1. 理事長，副理事長，常任理事，理事及び監査の任務は 3 年とし，

再任をさまたげない． 

2. 理事は，任期中の欠員を補充しない 

3. 理事は，任期満了の場合において後任者が就任するまでは，その

職務を行わなければならない． 

4. 監事は，辞任または任期満了の場合においては，後任者が就任す

るまでは，その職務を行わなければならない． 

 

第 10 条 役員は次の職務を行う． 

1. 理事長は本会を代表して会務を統括する． 

2. 副理事長は理事長を補佐し，理事長に事故ある時はこれを代行する． 

3. 常任理事は会の事務を総括し会務の運営を円滑に図る． 

4. 理事は理事会を組織し会務を執行する． 

5. 監事は本会の会計を監査する． 

 

第 5章  会議 

 

 

 

第 11条  本会は次の会議をおく 

 1.常任理事会 

 2.理事会 

 2.総会 

第 12条 本会に常任理事会を置く. 

 1.常任理事会は全ての常任理事を持って構成する． 

 2.本会は会運営の事務的機関である. 

 3.常任理事会は理事長ならびに常任理事の招集にて開催される. 

4.常任理事会は常任理事の3分の2名以上の出席がなければ議事を開催する 

ことができない． 

第 13条 本会に理事会を置く． 

1. 理事会は全ての理事を持って構成する． 

2. 本会運営の決議機関である． 

3. 理事会は理事長が招集し開催する． 

4. 理事会は，毎年 1回以上開催する．ただし，理事の 3分の１以上の請求

があった場合は，理事長は臨時に理事会を開催しなければならない． 

5. 理事会は理事の過半数の出席がなければ議事を開き議決する事ができ

ない． 

第 14条  総会は会員をもって構成する． 

1. 総会は理事長が招集する． 

2. 総会は，毎年 1回開催する．但し，理事会が必要と認めた時は，理事長

は臨時に総会を開催しなければならない． 

3. 総会は会員の 10 分の１以上の出席がなければ議事を開き議決するこ

とはできない． 

 

 

 

 

第 15条 総会は次の事項を報告し必要に応じて議決する． 

1. 事業計画及び収支予算 

2. 事業報告及び収支決算 



3. その他理事会が必要と認めた事項 

 

第 16条 総会における議事は，出席した会員の過半数の賛成をもって決する． 

第 5章 学術集会会長 

 第 17条 学術集会会長 

1. 毎年 1回学術集会を主宰する為に学術集会会長を置く． 

2. 学術集会会長は理事会で決定する． 

3. 任期は 1 年とする． 

4. 学術集会会長は学術集会を主宰する． 

 

第 6章 会計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 18条 本会の運営は会費その他の収入をもってこれにあてる． 

1. 会員から年会費を徴収する． 

2. 新会員から入会金を徴収する． 

3. 賛助会員からの会費ならびに寄付． 

 

第 19条 本会の会計年度は毎年 4月 1日に始まり，翌年３月 31日で終わる． 

第 20条 入会金，年会費は次の通りとする． 

1. 入会金     2,000円 

2. 年会費  会費 5,000円 

        賛助会員（1口）50,000円 

        名誉会員 会費の納入を必要としない 

 

第 21条 本会の運営費の収支決算は，役員会及び総会において報告する． 

 

第 7章 会則の変更 

 
第 22条 本会の会則を変更する場合は，役員会の議を経て総会の承認 を必要とする． 

 

第 23条 会則の変更の承認は，出席者の３分の２以上の賛成を必要とする． 

 

第 8章 付則 

 
本会則は 

平成 20年 4月 1日から実施する． 

平成 21年 2月 1日から実施する． 

平成 23年 3月 1日から実施する． 

平成 24年 10月 1日から実施する． 

 

 

 

 

 


